


「出生前検査を受けないことにしましたが、不安が消えません」

選択肢についても説明を受けて理解できたでしょうか？ 
　出生前検査を受けて、それがあなたの望まない結果であった
とき、あなたはどうするか考えていますか？  そこまで考えたとき
には、「検査をするか」または「しないか」の間で気持ちが揺れる
でしょう。結論を出すには一定の時間が必要です。いつまでに決
めなくてはいけないか、検査の説明をした医師に確認しておき

ましょう。
　結論を出すにあたって、誰かに話を聞いてもらいながら考え
ることも有効です。妊婦健診でカウンセリングやケアを受けられ
るかどうか、聞いてみましょう。もちろん、ご要望があれば、私た
ちJDSの電話相談でも応じていますので、ご連絡ください。

　健康に生まれた赤ちゃんでも病気になることはありますし、
障がいのない赤ちゃんでも不慮の事故などによって障がいを
もつことはあります。将来のことは、わからないことだらけです。
　今、確かなことは、あなたと赤ちゃんが出会う時がやがて
訪れる、ということです。ですから＜迎える準備＞に取り組んで
みませんか。

「出生前検査を受け、今、不安な思いで結果を待っています」

　あなたの願いがかなう結果であることを祈りながら待ってい
てください。
　検査結果を待つ間も、おなかの赤ちゃんは成長していきま
す。“胎動”を感じるようになっているかもしれません。お子さん
を愛おしむ気持ちが自然と高まってくることでしょう。どうぞその
気持ちに蓋をしないで、赤ちゃんに話しかけてあげてください。

　もしかしたら、検査を受けようと決心したときと、今とは、思い
や考えがが変化しているかもしれません。「今はどんな結果であ
ろうと育てていきたい」と思ったとき、新たに得たい情報も増え
るでしょう。
　JDSがお力になれるかもしれません。いつでもご連絡くだ
さい。

「検査の結果、赤ちゃんに染色体異常があると告げられました」

　赤ちゃんの検査結果はダウン症でしたか？　育てていく自信
がない…　確かに育っている命がある…　どうしよう…　とて
も混乱し不安でいっぱいでしょう。
　あなた一人でその思いを抱えないでください。これからどう
するか、あなたのパートナーや家族とよく話し合ってください。
そして、これからを決めるためには正しい知識と情報が必要
です。JDSにはあなたが必要とする支援や情報があります。

ホームページの「ダウン症のあるお子さんを授かったご家族
へ」もぜひ読んでみてください。そして、どうぞ遠慮なくJDSに
連絡をください。あなたの思いを話してください。心を開いて
あなたの気持ちを受け止めます。
　「出生前診断を受けました。これからのことを聞きたい」と
率直に伝えてくださって大丈夫です。

わたしたちは、ダウン症についての正しい知識、ダウン症のある人たちとその家族の真の姿を多くの方に知ってほしいと心から願っています。

↓（表面から）

※JDSは、出生前検査・診断の技術そのものに対して、特に見解を示すことはありません。
また、出生前検査・診断を一人ひとりがどう理解し、選択するかについて、賛成や反対の意見を表明することはありません。

協力：中込さと子（日本遺伝看護学会 理事長・山梨大学大学院 教授）

　● 温かい心で迎えよう。
　● わたしたちのところにきてくれて「ありがとう」と言おう。
　● 何があっても守ろうと誓おう。
　● 「いつも一緒だよ」と語りかけよう。
　● 家族の輪の中で迎えよう。

＜迎える準備は自由な思いで行ってください＞

■相談時間／月曜日から金曜日の10:00～15:00
TEL： 03-6907-1824      FAX： 03-6907-1825
メール：info@jdss.or.jp

〒170-0005　東京都豊島区南大塚3-43-11  ＜ JDSホームページ：http://www.jdss.or.jp＞

★このチラシは、JDSのホームページからダウンロードできます。 【PDFはこちら】 http://www.jdss.or.jp/project/05_05.html

●公益財団法人日本ダウン症協会
（JDS）へのご相談

●日本遺伝看護学会へのご相談／メール：info@idenkango.com
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